
令和5年度第4回総合計画審議会

本市では、2026年(令和８年)度から新たにスタートする2050年に向けたまちづくりの
計画（市川市総合計画）の策定作業を進めています。

そこで、新たな計画策定にあたり、市民の皆様のご意見を伺うため、18歳以上の市民の方
を対象にアンケート調査をお願いするものです。

アンケートは市川市に住民票がある方の中から無作為（ランダム）で2,000人を抽出し、
ご協力をお願いしています。

ご回答いただいた調査内容はすべて統計的に処理いたしますので、個人が特定される
情報が公表されることはありません。また、調査結果は調査の目的以外に利用しません。

皆さまのご意見をぜひお聞かせください！

＜＜ご記入にあたって＞＞
１．アンケートの宛名ご本人がご記入ください。
２．記入いただいた調査票は同封の返信用封筒に入れ、５月●日（●）までに投函して下さい。

切手貼付は不要です。
３．インターネットからも回答できます。スマートフォンなどでQRコードを読み取り、画面の案内に

したがってご回答ください。インターネットでご回答いただいた場合、紙での調査票は提出不要
です。

封筒の宛名ラベルに記載の「１」からはじまる５桁の数字の
「下４桁の数字」を記入してください

「いちかわの未来」に向けたアンケート

ご不明な点等ございましたら、下記までお問い合わせください。
市川市役所 企画部 企画課 TEL 047-712-8591（直通）

１

インターネットでのご回答はこちら
（URL：https://logoform.jp/form/cGft/*******）

（案） 資料８

アンケート調査票（サンプル）／4月下旬発送予定



（１）あなたご自身（アンケートの宛名の方）のことについて

問１． あなたの性別（✔は１つ）

１

あなたご自身（アンケートの宛名の方）のことについてお答えください。

問２． あなたの年齢（ ✔は１つ）

□ 男性 □ 女性 □ その他

問３． あなたのお住まいの地区（✔は１つ）

□ 国府台 国府台

□ 国分 北国分・中国分・堀之内・稲越・東国分・国分

□ 曽谷 曽谷

□ 大柏 大町・大野町・南大野・柏井町・奉免町

□ 宮久保・下貝塚 宮久保・下貝塚

□ 市川第一 市川・市川南3～4丁目・真間1丁目

□ 市川第二 市川南1、2、5丁目・新田・平田・大洲・大和田・稲荷木・東大和田

□ 真間 真間2～5丁目

□ 菅野・須和田 菅野・須和田・東菅野

□ 八幡 八幡・南八幡

□ 市川東部 北方町・本北方・若宮・北方・中山・鬼越・高石神・鬼高

□ 信篤・二俣 田尻・高谷・原木・二俣・上妙典・二俣新町・高谷新町・東浜

□ 行徳
河原・妙典・下妙典・下新宿・本行徳・本塩・関ヶ島・伊勢宿・富浜・末広・塩焼・

宝・幸・加藤新田・高浜町・千鳥町

□ 南行徳第一 押切・湊・湊新田・香取・欠真間・相之川・広尾・新井・南行徳・島尻

□ 南行徳第二 行徳駅前・入船・日之出・福栄・新浜・塩浜

□ 1年未満 □ １年～５年未満 □ 5年～10年未満 □ 10～20年未満

□ 20年～30年未満 □ 30年以上

問４． あなたの市川市内での居住年数（✔は１つ）

□ 一人暮らし □ 夫婦のみ □ 夫婦と子ども

□ 三世代家族(親・子・孫) □ その他（ ）

問５． あなたの家族構成（✔は１つ）

□ 18～19歳 □ 20～24歳 □ 25～29歳 □ 30～34歳 □ 35～39歳

□ 40～44歳 □ 45～49歳 □ 50～54歳 □ 55～59歳 □ 60～64歳

□ 65～69歳 □ ７０～74歳 □ 75～79歳 □ 80歳以上



（２）現在の市川市について

２

問６．あなたにとって、今の市川市の魅力はなんですか？（✔は３つ）

□ 健康に暮らせる □ 交通の利便性がよい

□ 子育てをしやすい □ 都会的

□ 障がい者に優しい □ 公共施設が充実している

□ 高齢者に優しい □ 景観が良い

□ 社会保障が充実している □ 産業・経済に活力がある

□ スポーツに触れ合える □ 地域ブランドといえる特産品がある

□ 子どもの教育が充実している □ 動物や植物を大切にしている

□ 生涯を通して学び続けられる □ 公園が充実している

□ 多様な働き方ができる □ 里山、里海など、水や緑と触れ合える

□ 一人一人の個性が尊重される □ 環境にやさしい

□ 文化・芸術を感じられる □ 行政と市民が協働している

□ 歴史や伝統を大切にしている □ デジタル化が進んでいて便利

□ 観光資源が豊富 □ 地域住民同士のつながりが強い

□ 地震や風水害などの災害に強い □ その他 （ ）

□ 犯罪や交通事故が少ない

問７．あなたは、今の市川市に愛着を感じていますか？ （✔は１つ）

□ とても感じている □ あまり感じない

□ まあまあ感じている □ 感じない

問８．問７で選択した項目について、その理由を教えてください。



３

問１０．あなたは、これからも市川市に住み続けたいと思いますか？ （✔は１つ）

問９．あなたにとって、住み続けたいまちの要件は何ですか？（✔は３つ）

□ 家族や親戚と同居・近居ができる □ 建物や土地などの資産価値が高い

□ 買い物に便利 □ 通勤や通学に便利

□ 娯楽施設や飲食店が充実している □ 子育て環境が充実している

□ 道路交通が便利 □
病院や診療所などの医療機関が充実して
いる

□ 住宅価格や家賃が手頃である □ 公園等が充実している

□
高齢者や障がい者へのサービスが充実
している

□ 治安が良い

□
図書館、スポーツ施設等の公共施設が
充実している

□ 地域活動や近所の助け合いが活発

□ 災害に強い □ まちのイメージが良い

□ まち並みやまちの雰囲気が良い □ 教育に力を入れている

□ 自然環境が豊か □ その他（ ）

□ 住み続けたい □ どちらかというと住み続けたくない

□ どちらかといえば住み続けたい □ 住み続けたくない

問1１．問１０で選択した項目について、その理由を教えてください。



４

問１２．あなたは、将来(２０５０年頃)の日本や社会を取り巻く課題として、
どのようなことが大きいと思いますか?（✔は３つ）

（３）将来(2050年頃)への展望について

□ 健康に暮らせるまち □ 交通の利便性がよいまち

□ 子育てしやすいまち □ 都会的なまち

□ 障がい者に優しいまち □ 公共施設が充実したまち

□ 高齢者に優しいまち □ 景観が良いまち

□ 社会保障が充実したまち □ 産業・経済に活力があるまち

□ スポーツに触れ合えるまち □
地域ブランドといえる特産品が
充実したまち

□ 子どもの教育が充実したまち □ 動物や植物を大切にするまち

□ 生涯を通して学び続けられるまち □ 里山、里海など、水や緑と触れ合えるまち

□ 多様な働き方ができるまち □ 公園が充実したまち

□ 一人一人の個性が尊重されるまち □ 環境にやさしいまち

□ 文化・芸術を感じられるまち □ 行政と市民が協働しているまち

□ 歴史や伝統を大切にするまち □ デジタル化が進んでいて便利なまち

□ 観光資源が豊富なまち □ 地域住民同士のつながりが強いまち

□ 地震や風水害などの災害に強いまち □ その他 （ ）

□ 犯罪や交通事故が少ないまち

□ 少子高齢化による社会保障費の増加 □ 大規模な自然災害による被害

□ 老後の生活の質の低下 □ 犯罪の増加や、治安の悪化

□ 新興感染症等の蔓延 □ 道路等の社会基盤の老朽化

□ 食の安全性や食料自給率の低下 □ 経済が悪化し、失業・倒産などが増加

□ 福祉サービスの水準の低下 □ 環境問題が深刻化

□ 格差の拡大（所得、教育、情報など） □ 技術革新による弊害

□ 子どもの学力低下 □ 地域コミュニティの希薄化

□ 個性が尊重されない □ 国や地方の財政状況の悪化

□ 国際社会での地位が低下 □
その他
（ ）

□ 戦争や紛争の影響を受ける

25年後、私は45歳。
仕事や育児をしているとしたら、
どんな問題があるかしら。

25年後は、90歳だわ。
子どもや孫たちの世代のためにも、
こんな市川市になっていたら
いいわね。

問1３．あなたは、将来（２０５０年頃)、市川市をどのようなまちに
したいと思いますか？（✔は３つ）



５

問1４．現在、市で取り組んでいる施策について、現状の「満足度」と、今後「優先度」をおたずねします。
（記入例を参考に、各施策について「現在の満足度」、「今後の優先度」に✔を１つずつ付けてください。）

施策 具体例

現在の満足度 今後の優先度

満
足

不
満

優
先

優
先
で
な
い

(記入例)子育て ・子育て支援や乳幼児期の保育の質の向上 ☑ □ □ □ □ ☑ □ □ □ □

保健・医療
・健康づくりの推進
・母子保健や感染症対策の推進

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

子育て
・子育て環境の整備
・特別な支援を要する子どもや子育て家庭への支援

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

地域福祉 ・地域への参加と交流の体制づくり □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

障がい者福祉
・社会参加、就労の促進や、生活支援の充実
・医療・リハビリテーションの支援

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

高齢者福祉
・介護予防や生きがいづくりの充実
・介護サービス及び生活支援サービスの充実

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

社会保障・
住まい

・安心して暮らせる社会保障の整備及び充実 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

スポーツ
・スポーツを「する」機会の提供や、「みる」感動の発信
・スポーツを「ささえる」環境の充実

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

子どもの教育
・一人一人の可能性を広げる教育
・豊かな人間性を育む教育

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

生涯学習
・生涯学び続けられる学習環境の実現
・大学と連携した学習機会の提供

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

雇用・労働
・就労支援の推進
・多様な働き方の推進

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

多様性社会
・多様性社会の実現
・人権の尊重

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

平和
・平和意識の高揚
・国際平和のための活動の促進と支援

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

文化・芸術
・文化芸術に触れる機会の拡充
・文化芸術活動への支援

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

文化的資産
・伝統文化の継承
・文化財の保護及び文化的資産の保全と活用

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

観光
・地域一体型の観光の推進
・魅力の発信による市川ブランドの確立

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

危機管理
・危機管理体制の推進
・新たな感染症への対応

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □



６

施策 具体例

現在の満足度 今後の優先度

満
足

不
満

優
先

優
先
で
な
い

(記入例)子育て ・子育て支援や乳幼児期の保育の質の向上 ☑ □ □ □ □ ☑ □ □ □ □

防災
・激甚化する自然災害への備え ・治水対策の推進
・自助・共助を基本とした地域防災力の向上

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

消防
・消防力の強化、火災予防の推進
・救急体制の充実

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

市民安全
・防犯まちづくりの推進
・消費生活相談体制の充実

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

交通安全
・交通安全に関する意識啓発
・安全な歩行空間・自転車走行環境の整備

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

道路・交通
・道路交通網や公共交通の充実
・道路の安全性の確保

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

下水道 ・下水道普及率の向上 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

住宅・住環境
・安全な住まいとまちづくり
・良質な住まいと魅力ある居住環境づくり

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

公共施設
・公共施設における脱炭素の推進
・建て替え等を含む老朽化対策

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

土地利用・景観
・適切な土地利用による魅力と活力あるまち
・まちの個性を彩る景観形成

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

経済・商工業 ・地域に根差した産業の育成や、域内経済循環の構築 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

都市農業
・活力に満ちた農業の推進
・都市農地の保全

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

水産業 ・漁業環境の整備 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

自然環境・
生物多様性

・自然環境の保全と生物多様性の推進
・自然と触れ合える機会の創出

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

公園・緑地
・魅力ある公園の整備
・緑地の保全

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

水辺
・水辺の環境の保全
・水辺を活用したまちづくり

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

地球環境
・カーボンニュートラルの実現に向けた取組
・環境に関する理解と意識の醸成

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □



７

問1５.その他、市川市の未来のまちづくりに向けたご意見やアイディアなど、ご自由にお書きください。
市川市の将来のまちの姿にふさわしいキーワードでも結構です。

質問は以上です。長時間のご協力ありがとうございました。

お手数ですが、同封の返信用封筒に入れて●月●日(● ）までに投函してください。

施策 具体例

現在の満足度 今後の優先度

満
足

不
満

優
先

優
先
で
な
い

(記入例)子育て ・子育て支援や乳幼児期の保育の質の向上 ☑ □ □ □ □ ☑ □ □ □ □

生活環境
・良好な生活環境の保全
・安全で清潔な生活環境の保持

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

資源循環型
社会

・リデュース、リユース、リサイクル(3R)の推進
・廃棄物の適正処理の推進

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

協働・
市民参加

・市政に参加しやすい環境づくり
・多様な主体の連携によるまちづくり

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

情報発信・
提供

・個別最適な手法による広報活動の充実
・広報を活用した市政への関心向上

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ・
市民活動

・地域コミュニティの活性化
・市民活動活性化への支援

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

行政経営
・効率的な行政経営や、時代に即した政策展開
・デジタルトランスフォーメーション(DX)の推進

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

財政運営 ・健全な財政運営 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

広域行政・
大都市制度

・自治体間連携の強化
・広域行政に向けた調査・研究

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □

情報政策
・情報システム全体の最適化
・情報通信技術を活用したサービスの提供

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □
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